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私たちの職場でも情報処理部署以外の人がプログラム つた.また設計のf仕上事についても同様の変化がおこつて

を作成して，計算機を適宜利用するオ-プン方式による いるということであつ Tたこ.

科学・技術計算の需要が，ここ 1~2年の間に急激に端 2 年前にOR学会の小林会長が“80年代のコンピュー

加している. タ業界はプールーカラーの仕事が大幅に縮小されるので，

来年は日本にも CRY-l が 2 セット設置されるそう フ・ルーカラ{をホワイトカラーに移動させる必要があ

だ.私はかつて IBM7090 が日本で運転を始めた頃， L り，その再教育が問題だ"という主旨のことを言われた

Pのささやかな計算をやらせてもらって，その能力にピ ことを思い出し，それを実感をもって理解できたと思う.

，y? リして，“この計算機が 3 台もあれば日本中の科学・ さらに，そのメーカーの説明によれば小型機並みの価

技術計算はほとんど吸収してしまうだろう"と真面白に 絡でも速度は速くメモリーも大きいので TSS を構成し，

考えたことがあった.それが如何に馬鹿げた発惣であっ 言語も計算機を意識しないで書けるようなものを提供ず

たかは今さら申し上げるまでもない. るそうだ.そうなるとメインテナンスの仕事は業務主管

オープン利用で行なっている科学・技術計算の需要を 部署でやっていけるようになって，情報処理主管部署は

推定するに当って， トレンド計算で延長して“ 5 年後の 現在でも受注残に悩んでいるので，それらの新規業務に

需要はこの位でしょう"とし寸予想はまったくあてにな 没頭できるようになるだろうということであった.

らない.計算機をより大型に取り替えれば，大き〈なっ こうしてみると，これらの技術革新はユーザーにも影

たように計算規模も大きな 響を与えることになりそう

ものが写場し，使い方も激 だ.つまりユーザーの情報

しくなるようだ.

業務主管部署の人たちが

実務上のニーズに追われ OR屋の在り方について
処理部署のプログラマ{は

少数の専門家を残しておけ

ぽあとは要らなくなるとい

て，自力でプログラムを作 うことが考えられ，プログ

り実行するケースが多くな ラマーの特殊性が徐々に失

ってきた.その中には，か なわれていくのではなかろ

なり高度なものも含まれ，情報処理部署の人たちより高 うか.もしそうなったらプログラミングだけ達者な人た

いレベルに達している人も育っている.情報処理部暑の ちはいったし、どうなるのだろうか.

プログラマーの特殊性が徐々に失なわれつつあると恩わ このことはOR屋についても言えることで，かつては

れる ORの手法に詳しい人は，何かと相談もかけられ重宝が

先日，ある計算機メーカーの工場見学をさせてもらっ られもした.しかし，計算機が普及しORの手法も普及

た.計算機工場の見学は 7~8年ぶりのことであったの して，各人が自分で考えて自分で計算をして確かめるよ

でかなり面喰った.広々とした敷地の中に超近代的な工 うになれば， OR屋は講習会要員になり下がり，そのう

場が並び構内もよく整備されていた.そこでは今話題の ちにそれも要らなくなってしまうだろう.近頃は大学の

最新鋭機が製作されていた. 1 チップに64K ピットを搭 種々な学科でORの手法を教えるようになったので，そ

載したメモリーも手にとって見せてもらった.また，突 の可能性は多分にあると思う.

装技術の進歩も見せてもらった.これらの技術革新が大 ORは普及しなければならない.一方， OR屋の在り

.幅に配線を駆逐し，生産工程の自動化を促進したことも 方について考えてみる必要があると思う.

よく理解できた. どうかすると OR学会の会員は大学関係者と少数の鰐

7~8年前の計算機工場とはまったく異なった環境に 志家によって占められ，実戦に役立つOR的な仕事はO

なっても不思議はない.かつては配線作業やコアー・メ R学会の会員以外の人々によって行なわれるという妙な

モリーの組立て作業などをやっている大勢の工員さんが ことになりかねない.杏，その方向に進んでいるのかも

目についたものである.“時代の最先端をいく計算機が 知れない.もし，そうなったらORがORでなくなると

人海戦で組立てられる"という声も聞いた.しかし，現 いうことであろう.

在ではそうし、う作業がほんのー撮りの仕事になってしま (M.M.) 
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